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大
伴
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
時
代

小
野
寺

静

子

は
じ
め
に

大
伴
旅
人
は
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
末
こ
ろ
大
宰
帥
と
し
て
赴

任
し
、
山
上
憶
良
は
そ
の
前
年
こ
ろ
筑
前
守
と
し
て
下
向
し
て
い

た
。
筑
紫
に
お
け
る
二
人
の
旺
盛
な
作
歌
活
動
は
神
亀
五
年
六
、

七
月
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
旅
人
に
同

行
し
大
宰
府
に
下
っ
て
い
た
旅
人
の
妻
大
伴
郎
女
の
死
で
あ
る
。

妻
の
死
と
同
じ
こ
ろ
別
の
訃
報
を
う
け
、
そ
れ
に
答
え
旅
人
は
次

の
よ
う
な
歌
を
作
っ
た
。

世
間
よのなか
は

空
し
き
も
の
と

知
る
時
し

い
よ
よ
ま
す
ま
す

悲
し
か
り
け
り
（
五
・
七
九
三
）

こ
の
歌
を
受
け
て
憶
良
は
旅
人
の
妻
の
死
を
悼
む
漢
文
序
と

「
日
本
挽
歌
一
首
」（
五
・
七
九
四
〜
七
九
五
の
長
反
歌
）
を
作
り
旅
人
に

献
上
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
二
人
の
大
宰
府
に
お
け
る
歌
の
や
り
と

り
が
始
ま
る
。
こ
の
旅
人
と
憶
良
を
中
心
と
す
る
作
歌
活
動
を
筑

紫
歌
壇
と
称
し
た
の
は
小
島
憲
之
氏
で
あ

１
）

る
が
、
伊
藤
博
氏
は
そ

の
適
否
は「
歌
壇
」と
い
う
語
の
概
念
規
定
に
よ
る
が
、「
そ
れ
を
、

『
専
門
的
歌
人
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
の
和
歌
を
契
機
と
し
て
生
ず
る

意
識
さ
れ
た
一
つ
の
生
活
圏
』
と
い
う
程
度
に
解
す
る
な
ら
ば
」、

そ
う
呼
ん
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と

２
）

述
べ
、
天
平
二
年
正
月
一

三
日
に
開
か
れ
た
梅
花
の
雅
会
、「
讃
酒
歌
」が
披
露
さ
れ
た
雅
会

な
ど
を
筑
紫
歌
壇
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
筑
紫
歌
壇
の
た
だ
な
か
に
旅
人
の
異
母
妹
・
大
伴
坂
上
郎

女
が
加
わ
る
。
坂
上
郎
女
が
大
宰
府
に
下
向
し
た
年
月
は
明
確
で
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な
い
が
、
神
亀
五
年
旅
人
の
妻
・
大
伴
郎
女
が
没
し
た
こ
と
が
契

機
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
か
ら
、
神
亀
五
年
中
に
は
大
宰

府
に
着
い
て
い
た
だ
ろ
う
。
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
下
向
は
、
妻
を

亡
く
し
た
異
母
兄
・
旅
人
、
旅
人
の
長
男
・
家
持
の
世
話
や
教
育

が
目
的
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
妻
で
も
な
い
女
性
が
そ
う
い
う
形
で

地
方
に
赴
く
こ
と
は
珍
し
い
。
渡
瀬
昌
忠
氏
は
、
大
伴
郎
女
が
旅

人
に
同
行
し
た
の
は
旅
人
が
大
宰
帥
と
し
て
「
神
功
皇
后
・
応
神

天
皇
な
ど
の
皇
祖
霊
を
祭
祀
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
を
助
け

る
べ
き
厳
媛＝

巫
女
と
し
て
朝
廷
か
ら
公
認
さ
れ
て
派
遣
さ
れ

た
」
の
で
あ
り
、
坂
上
郎
女
は
そ
の
後
任
と
し
て
下
っ
た
と
す
る

見
解
を
提
示
し
て

３
）

い
る
。
こ
の
見
解
は
、
林
田
正
男
氏
に
よ
っ
て

「
当
を
得
た
も
の
と
み
る
べ
き
」
と
い
う
評
を
得
、「
大
伴
旅
人
の

正
妻
大
伴
郎
女
、
異
母
妹
大
伴
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
下
向
は
香
椎

の
神
を
祭
る
厳
姫
（
巫
女
）
と
し
て
の
任
を
負
っ
て
の
下
向
で

４
）

あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
形
跡
が
二
人
の

大
宰
府
滞
在
時
の
記
事
と
し
て
全
く
見
え
な
い
の
は
不
審
で
あ

る
。こ

の
時
期
、
旅
人
の
長
男
、
大
伴
家
持
も
ま
た
大
宰
府
に
滞
在

し
て
い
た
こ
と
は
、
旅
人
の
病
の
折
、
都
か
ら
来
た
大
伴
稲
公
、

大
伴
胡
麻
呂
を
大
伴
百
代
、
山
口
若
麻
呂
と
と
も
に
夷
守
の
駅
家

ま
で
見
送
っ
た
と
あ
り
（
四
・
五
六
七
歌
左
注
）、
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
、
家
持
が
旅
人
と
と
も
に
大
宰
府
に
き
た
の
か
、
旅
人
に
遅

れ
坂
上
郎
女
と
と
も
に
き
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
大
宰
府
に
お

い
て
帥
旅
人
、
旅
人
の
男
子
、
旅
人
の
異
母
妹
が
集
っ
た
こ
と
に

な
る
。

大
宰
府
に
下
っ
て
か
ら
お
よ
そ
二
年
余
の
滞
在
を
経
て
坂
上
郎

女
は
天
平
二
年
一
一
月
、
旅
人
の
大
納
言
任
命
に
伴
い
帰
京
の
途

に
つ
き
（
六
・
九
六
三
、
九
六
四
題
詞
）、
こ
の
年
中
に
は
奈
良
の
都
に

着
い
た
。

こ
の
二
年
余
に
及
ぶ
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
滞
在
時
を
大
宰
府
時

代
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
時
代
、
旅
人
の
血
縁
者
の
ほ
か
に
大
伴
を
名
告
る
人
々
と

し
て
大
監
大
伴
百
代
、
防
人
司
佑
大
伴
四
綱
、
大
伴
三
依
も
ま
た

大
宰
府
に
い
た
。
ま
た
、
大
宰
府
に
使
者
と
し
て
下
向
し
た
大
伴

を
名
の
る
人
に
は
旅
人
の
異
母
弟
大
伴
稲
公
、
甥
大
伴
胡
麻
呂
と

大
伴
道
足
が
い
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
大
宰
府
時
代
、
意
外
に

多
く
の
大
伴
を
名
の
る
人
々
が
大
宰
府
に
集
結
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
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な
お
、
大
伴
道
足
は
大
伴
系
図
・
伴
氏
系
図
で
は
安
麻
呂
の
子

と
あ
り
、
公
卿
補
任
に
よ
れ
ば
、
神
亀
六
年
二
月
「
大
弐
」
と
あ

る
。
続
紀
に
は
長
屋
王
の
変
の
処
理
の
た
め
、
同
年
二
月
一
一
日

「
弾
正
尹
従
四
位
下
大
伴
宿
禰
道
足
を
権
に
参
議
と
す
」（
続
紀
）、

三
月
四
日
従
四
位
下
か
ら
正
四
位
下
に
な
る
記
事
は
あ
る
が
、
大

弐
で
あ
っ
た
と
い
う
記
事
は
み
え
な
い
。

同
時
期
、
山
上
憶
良
が
筑
前
国
守
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
。「
両

者
の
邂
逅
と
そ
の
旺
盛
な
作
歌
活
動
こ
そ
が
筑
紫
歌
壇
の
形
成
を

み
る
原
動
力

５
）

と
な
」
り
、
筑
紫
歌
壇
と
称
さ
れ
る
歌
の
場
が
展
開

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
帥
旅
人
を
取
り
巻
く
官
人
た
ち
が
展
開
し
た

筑
紫
歌
壇
を
目
の
当
た
り
に
し
つ
つ
、
官
人
の
世
界
と
は
一
線
を

引
き
な
が
ら
坂
上
郎
女
は
筑
紫
歌
壇
の
形
成
に
関
わ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
に
お
け
る
活
動
は
定
か
で
な

く
、
活
躍
の
さ
ま
も
殆
ど
伝
え
な
い
。
旅
人
が
大
宰
府
に
、
憶
良

が
筑
前
国
府
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
が
、
歌
人
と
し
て
の
二
人
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
は
た
び
た
び
言
わ
れ
る
こ
と
だ

が
、
同
様
に
坂
上
郎
女
が
大
宰
府
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
は
、
坂
上

郎
女
の
歌
作
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。

本
稿
は
大
宰
府
時
代
の
坂
上
郎
女
の
作
歌
活
動
や
筑
紫
歌
壇
と

の
ふ
れ
あ
い
、
大
伴
と
名
の
る
人
々
と
の
関
わ
り
を
み
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
宰
府
に
お
け
る
坂
上
郎
女
を
探
り
、
帰
京
後
の
坂
上

郎
女
を
は
じ
め
大
伴
家
の
人
々
の
作
歌
活
動
の
根
底
を
な
す
も
の

と
し
て
大
宰
府
時
代
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

大
宰
府
時
代
の
大
伴
氏
族

こ
こ
で
は
大
宰
府
時
代
に
大
宰
府
に
滞
在
も
し
く
は
下
向
し
た

大
伴
家
の
人
々
の
歌
作
り
や
坂
上
郎
女
と
の
関
わ
り
の
さ
ま
を
み

て
い
く
。
上
に
挙
げ
た
旅
人
以
外
の
大
伴
氏
の
人
々
が
万
葉
集
及

び
他
の
文
献
に
見
え
る
も
の
を
年
代
順
に
表
示
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。
た
だ
し
、
作
歌
年
月
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
も
の
も

あ
る
の
で
簡
単
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

巻
四
・
五
四
九
歌
の
大
宰
少
弐
石
川
足
人
の
遷
任
に
あ
た
っ
て

の
餞
宴
の
歌
で
あ
る
。
旅
人
の
名
は
こ
こ
に
は
出
て
こ
な
い
が
、

少
弐
時
代
の
石
川
足
人
の
歌
と
そ
れ
に
和
し
た
旅
人
の
歌
が
巻
六

（
九
五
五
、
九
五
六
）
に
見
え
る
か
ら
遷
任
の
歌
は
そ
れ
以
後
の
歌
と

な
り
、
五
四
九
歌
か
ら
旅
人
の
大
宰
帥
時
代
の
歌
と
い
え
る
。
四

綱
の
巻
三
・
三
二
九
〜
三
三
〇
歌
は
直
前
に
小
野
老
朝
臣
の
歌（
三
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二
八
）
が
あ
る
が
、
こ
の
歌
は
小
野
老
が
神
亀
六
年
三
月
四
日
に

従
五
位
下
か
ら
従
五
位
上
に
昇
叙
の
際
の
歌
な
の
か
、
大
宰
府
に

戻
っ
て
か
ら
の
歌
な
の
か
定
か
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
神
亀

六
年
四
月
こ
ろ
と
推
測
し
て
お
く
。

巻
三
・
三
九
二
歌
の
作
歌
時
期
に
つ
い
て
の
手
掛
か
り
は
な
い

が
、「
梅
」を
詠
む
と
こ
ろ
か
ら
梅
花
の
宴
あ
た
り
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
以
上
を
も
と
に
大
宰
府
時
代
に
お
け
る
旅
人
を
除

く
大
伴
氏
の
作
歌
活
動
お
よ
び
大
宰
府
に
お
け
る
動
向
を
示
す
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

神
亀
五
年
末
か
六
年
初
め

三
依
の
歌
（
四
・
五
五
二
）

神
亀
六
年
二
月
以
後

大
監
・
百
代
の
歌
（
四
・
五
五
九

〜
五
六
二
）

坂
上
郎
女
の
歌

四
・
五
六
三
〜
五
六
四
）

神
亀
六
年
二
月

長
屋
王
の
変

四
月
こ
ろ

防
人
司
佑
・
四
綱
の
歌
（
三
・
三

二
九
〜
三
三
〇
）

天
平
元
年
一
一
月
八
日

大
監
・
百
代
（
巻
五
・
八
一
二
歌
の

左
注
）

天
平
二
年
正
月
一
三
日

大
監
・
百
代
の
歌
（
五
・
八
二
三
）

二
年
正
月

大
監
・
百
代
の
歌
（
三
・
三
九
二
）

天
平
二
年
六
月

大
監
・
百
代
の
歌
（
四
・
五
六
六
、

五
六
七
左
注
）、
駅
使
・
稲
公（
四
・

五
六
七
左
注
）、
駅
使
・
胡
麻
呂

（
四
・
五
六
七
左
注
）、
家
持
（
四
・

五
六
七
左
注
）

こ
の
中
で
も
っ
と
も
作
歌
活
動
、
動
向
記
事
が
多
い
の
が
百
代

で
、
大
宰
府
時
代
の
ほ
ぼ
全
時
期
に
渡
っ
て
い
る
。
神
亀
六
年
二

月
以
後
と
目
さ
れ
る
、

大
宰
府
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
の
恋
の
歌
四
首

事
も
な
く

生
き
来
し
も
の
を

老
い
な
み
に

か
か
る
恋

に
も

我
は
あ
へ
る
か
も
（
四
・
五
五
九
）

恋
ひ
死
な
む

後
は
何
せ
む

生
け
る
日
の

た
め
こ
そ
妹

を

見
ま
く
欲
り
す
れ
（
四
・
五
六
〇
）

思
は
ぬ
を

思
ふ
と
言
は
ば

大
野
な
る

三
笠
の
社
の

神
し
知
ら
さ
む
（
四
・
五
六
一
）

暇
な
く

人
の
眉
根
を

い
た
づ
ら
に

か
し
め
つ
つ
も

― ―167
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逢
は
ぬ
妹
か
も
（
四
・
五
六
二
）

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首

黒
髪
に

白
髪
交
じ
り

老
ゆ
る
ま
で

か
か
る
恋
に
は

い
ま
だ
あ
は
な
く
に
（
四
・
五
六
三
）

山
菅
の

実
成
ら
ぬ
こ
と
を

我
に
寄
そ
り

言
は
れ
し
君

は

誰
と
か
寝
ら
む
（
四
・
五
六
四
）

は
、
百
代
と
坂
上
郎
女
が
か
わ
し
た
歌
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

五
六
三
歌
は
五
五
九
歌
を
承
け
て
の
も
の
で
、
二
人
は
自
ら
を
老

年
と
し
て
い
る
が
こ
の
時
二
人
は
そ
の
よ
う
な
年
齢
で
は
な
い
。

自
ら
を
年
老
い
た
身
と
し
、
こ
の
年
に
な
る
ま
で
こ
ん
な
恋
は
し

た
こ
と
が
な
い
と
歌
い
、
恋
を
強
調
す
る
も
の
で
戯
れ
の
心
が
働

い
て
い
る
。
百
代
の
五
六
一
歌
を
承
け
坂
上
郎
女
の
五
六
四
歌
が

あ
る
。
五
六
四
歌
の
「
山
菅
の

実
成
ら
ぬ
」
は
恋
が
結
実
し
な

い
こ
と
を
譬
え
る
譬
喩
歌
の
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
詠

法
は
戯
笑
性
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
群
の
歌
々
が
宴
席
で
の
題
詠
的
な
も
の
と
い
う
歌
の

遊
び
に
根
ざ
す
も
の
と
み
る

６
）

も
の
や
、
坂
上
郎
女
を
大
宰
府
に
迎

え
て
の
歓
迎
の
宴
席

７
）

の
歌
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
坂
上
郎
女
も

ま
た
大
宰
府
で
の
宴
席
に
列
な
り
歌
詠
を
な
し
て
い
る
の
で

８
）

あ
る
。
大
島
信
生
氏
は
「
こ
の
百
代
歌
（
五
五
九
）
が
元
に
な
っ

て
、
坂
上
郎
女
歌
（
五
六
三
）
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
郎
女
歌
が
元

に
な
っ
て
沙
弥
満
誓
歌
（
五
七
三
）
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
」
と

９
）

す
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
大
宰
府
で
作
ら
れ
た

歌
は
直
接
の
対
象
者
を
こ
え
て
人
々
の
目
に
触
れ
る
機
会
を
持
っ

た
こ
と
に
な
る
。

天
平
元
年
一
〇
月
七
日
、百
代
が
帥
旅
人
の
使
い
と
な
っ
て「
梧

桐
の
日
本
琴
一
面
」
と
書
状
、
歌
を
都
の
藤
原
房
前
に
届
け
、
天

平
元
年
一
一
月
八
日
付
け
の
房
前
か
ら
旅
人
へ
の
書
状
と
歌
を
預

か
り
大
宰
府
に
戻
っ
て
い
る
。
百
代
は
公
用
で
上
京
し
た
の
だ
ろ

う
が
、
そ
れ
を
利
用
し
て
旅
人
と
房
前
の
使
者
と
な
り
両
者
の
交

情
を
深
め
る
た
め
に
旅
人
の
良
き
下
僕
と
し
て
尽
力
し
て
い
る
。

梅
花
の
歌
三
十
二
首

せ
て
序

我
が
園
に

梅
の
花
散
る

ひ
さ
か
た
の

天
よ
り
雪
の

流
れ
来
る
か
も

主
人
（
五
・
八
二
二
）

梅
の
花

散
ら
く
は
い
づ
く

し
か
す
が
に

こ
の
城
の
山

に

雪
は
降
り
つ
つ

大
監
伴
氏
百
代
（
五
・
八
二
三
）

こ
れ
ら
は
天
平
二
年
正
月
一
三
日
の
梅
花
の
宴
で
の
歌
で
あ

る
。
百
代
の
歌
は
主
人
・
帥
旅
人
の
歌
を
承
け
て
の
も
の
だ
が
、
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旅
人
歌
の
落
梅
の
景
に
疑
念
を
向
け
る
歌
と
な
っ
て
い
る
。
主
人

側
に
立
つ
百
代
が
こ
う
し
た
歌
詠
を
な
す
こ
と
に
つ
い
て
、
此
処

か
し
こ
に
降
っ
て
い
る
と
し
て
旅
人
の
歌
に
調
子
を
合
せ
た
と
も

（
全
注
）、
野
卑
を
よ
そ
お
っ
た
風
流
歌
で
百
代
は
誰
よ
り
も
風
流

人
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
（
釈
注
）
と
も
さ
れ

る
。
ま
た
石
田
正
博
氏
は
百
代
の
歌
は
「
上
座
と
下
座
の
両
座
を

取
り
持
つ
」、「
相
伴
側
冒
頭
歌
と
し
て
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
」

歌
と
し
、
百
代
の
大
宰
府
の
官
人
と
し
て
の
立
場
と
責
任
を
果
た

し
た
歌
と

10
）

す
る
。
百
代
は
旅
人
を
引
き
立
て
、
場
に
応
じ
自
分
の

立
場
を
自
覚
し
た
歌
詠
を
な
し
う
る
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

作
歌
年
次
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
が
、
梅
花
の
宴
の
後
に
作
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
巻
三
「
譬
喩
歌
」
部
に
、

大
宰
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
の
梅
の
歌
一
首

ぬ
ば
た
ま
の

そ
の
夜
の
梅
を

た
忘
れ
て

折
ら
ず
来
に

け
り

思
ひ
し
も
の
を
（
三
・
三
九
二
）

が
あ
る
。
こ
の
歌
の
「
そ
の
夜
」
と
い
う
の
は
、
梅
花
の
宴
が
開

か
れ
た
天
平
二
年
正
月
一
三
日
の
夜
の
こ
と
で
、
こ
の
歌
は
坂
上

郎
女
に
贈
っ
た
歌
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
梅
」
は
女
性
を
、「
折

ら
ず
来
に
け
り
」
は
女
性
と
結
ば
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
恋
を
譬

え
、
そ
の
恋
を
遂
げ
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
歌
で
、
一
首
は

あ
の
夜
、
つ
い
う
っ
か
り
あ
な
た
と
逢
わ
な
い
で
帰
っ
て
き
て
し

ま
い
ま
し
た
、
愛
し
て
い
た
の
に
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。
梅
花

の
宴
で
百
代
は
坂
上
郎
女
を
み
た
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
き

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
に
歌
に
し
て
、
坂
上
郎
女
を
ま
じ
え
た
宴

席
な
ど
で
披
露
し
た
可
能
性
が
高
い
。
百
代
に
は
先
に
あ
げ
た
坂

上
郎
女
と
か
わ
し
た
戯
笑
歌
と
目
さ
れ
る
歌
群
も
あ
り
、
こ
の
歌

も
坂
上
郎
女
を
対
象
と
し
た
戯
歌
で
あ
ろ
う
。

天
平
二
年
六
月
、
帥
旅
人
が「
瘡
を
脚
に
生
し
、
枕
席
に
疾
苦
」

ん
だ
時
、
旅
人
の
遺
言
を
聞
く
た
め
庶
弟
稲
公
、
姪
胡
麻
呂
が
下

向
し
た
が
、
旅
人
の
病
が
癒
え
た
の
で
都
へ
戻
る
に
あ
た
り
百
代

は
少
典
山
口
忌
寸
若
麻
呂
、
家
持
ら
と
共
に
「
夷
守
の
駅
家
」
ま

で
二
人
を
見
送
り「
聊
か
に
飲
み
て
別
れ
を
悲
し
」ん
だ
歌
を
作
っ

て
い
る
。

大
宰
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
ら
、
駅
使
に
贈
る
歌
二
首

草
枕

旅
行
く
君
を

愛
し
み
た

ぐ
ひ
て
そ
来
し

志
賀

の
浜
辺
を
（
四
・
五
六
六
）

右
の
一
首
、
大
監
大
伴
宿
祢
百
代

周
防
に
あ
る

磐
国
山
を

越
え
む
日
は

手
向
よ
く
せ
よ
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荒
し
そ
の
道
（
四
・
五
六
七
）

右
の
一
首
、
少
典
山
口
忌
寸
若
麻
呂

百
代
の
歌
か
ら
は
帰
京
す
る
二
人
を
ね
ぎ
ら
い
、
志
賀
の
浜
辺

ま
で
同
行
し
心
を
こ
め
て
見
送
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
と
れ

る
。都
か
ら
の
使
者
を
送
る
に
ふ
さ
わ
し
い
礼
を
尽
く
し
た
歌
で
、

百
代
は
や
は
り
そ
の
立
場
を
よ
く
わ
き
ま
え
た
歌
を
作
っ
て
い

る
。
百
代
と
と
も
に
「
夷
守
の
駅
家
」
ま
で
赴
い
た
家
持
は
こ
の

時
一
二
歳
で
あ
る
。
百
代
は
旅
人
の
た
め
に
下
向
し
た
二
人
の
親

族
の
見
送
り
に
家
持
を
連
れ
「
夷
守
の
駅
家
」
に
向
か
っ
た
。
旅

人
の
長
男
と
し
て
の
立
場
を
自
覚
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と

考
え
る
と
、
百
代
は
大
宰
府
時
代
の
前
時
期
を
通
し
て
、
も
っ
と

も
旅
人
、
坂
上
郎
女
、
家
持
の
面
倒
を
見
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
。

百
代
の
こ
う
し
た
公
私
に
わ
た
る
帥
へ
の
尽
力
を
考
え
る
と
、

坂
上
郎
女
に
も
そ
れ
な
り
の
配
慮
を
怠
ら
な
か
っ
た
姿
を
想
像
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
坂
上
郎
女
と
の
歌
群
も
戯
歌
を
か
わ
す
立
場

に
徹
し
た
も
の
で
、
大
宰
府
時
代
の
坂
上
郎
女
の
戯
歌
性
を
担
っ

た
人
と
い
え
る
。
が
、
百
代
と
旅
人
や
家
持
と
の
系
譜
上
の
繫
が

り
は
不
明
で
あ
る
。

大
伴
四
綱
は
梅
花
の
宴
に
は
名
を
連
ね
て
い
な
い
が
、
大
宰
府

時
代
、
防
人
司
佑
と
し
て
下
向
し
て
い
た
。
四
綱
も
旅
人
や
家
持

と
の
系
譜
上
の
繫
が
り
は
明
確
で
な
い
が
、
大
伴
を
名
の
る
人
と

し
て
旅
人
、
家
持
、
坂
上
郎
女
と
は
百
代
と
と
も
に
大
宰
府
の
他

の
官
人
た
ち
よ
り
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
ろ
う
。
四
綱
の
歌
と

し
て
巻
三
雑
歌
中
に
、

防
人
司
佑
大
伴
四
綱
の
歌
二
首

や
す
み
し
し

我
が
大
君
の

敷
き
ま
せ
る

国
の
中
に
は

都
し
思
ほ
ゆ
（
三
・
三
二
九
）

藤
波
の

花
は
盛
り
に

な
り
に
け
り

奈
良
の
都
を

思

ほ
す
や
君
（
三
・
三
三
〇
）

が
あ
る
。
三
二
九
歌
は
大
宰
少
弐
小
野
老
朝
臣
の
「
あ
を
に
よ
し

奈
良
の
都
は

咲
く
花
の

薫
ふ
が
ご
と
く

今
盛
り
な
り
」

（
三
・
三
二
八
）
を
承
け
て
の
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
三
二
八
歌
が
小

野
老
の
神
亀
六
年
三
月
従
五
位
上
昇
叙
を
祝
う
都
に
い
て
の
宴
で

11
）

の
作
な
の
か
、
伊
藤
博
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
大
宰
府
で
の
雅
宴
の

作
な
の
か
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
今
盛
り
な
り
」か
ら
は

都
に
い
て
の
感
慨
と
い
う
印
象
は
否
め
な
い
が
、
四
綱
の
第
一
首

は
伊
藤
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、
小
野
老
の
歌
を
承
け
第
二
首
で
老

の
表
現
を
承
け
つ
ぎ
「
君
」
で
あ
る
旅
人
へ
と
引
き
継
い
だ

12
）

も
の
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と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
奈
良
の
都
を

思
ほ
す
や
君
」と
歌

い
か
け
ら
れ
た
旅
人
は
、「
我
が
盛
り

ま
た
を
ち
め
や
も

ほ
と

ほ
と
に

奈
良
の
都
を

見
ず
か
な
り
な
む
」（
三
・
三
三
一
）
に
始

ま
る
「
帥
大
伴
卿
の
歌
五
首
」
で
応
じ
る
。
四
綱
の
歌
に
は
宴
席

で
旅
人
に
問
い
か
け
る
配
慮
や
旅
人
の
立
場
を
重
ん
じ
歌
を
誘
う

姿
勢
が
伺
え
る
。

天
平
二
年
冬
、
旅
人
が
大
納
言
と
な
っ
て
上
京
す
る
こ
と
に

な
っ
た
時
、
大
宰
府
の
官
人
た
ち
は
蘆
城
の
駅
家
で
送
別
の
宴
を

開
い
た
。

大
宰
帥
大
伴
卿
、
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
、
京
に
入
ら

む
と
す
る
時
に
、
府
の
官
人
ら
、
卿
を
筑
前
国
の
蘆

城
の
駅
家
に
餞
す
る
歌
四
首

み
崎
回
の

荒
磯
に
寄
す
る

五
百
重
波

立
ち
て
も
居
て

も

我
が
思
へ
る
君
（
四
・
五
六
八
）

右
の
一
首
、
筑
前
掾
門
部
連
石
足

韓
人
の

衣
染
む
と
い
ふ

紫
の

心
に
染
み
て

思
ほ
ゆ

る
か
も
（
四
・
五
六
九
）

大
和
辺
に

君
が
立
つ
日
の

近
付
け
ば

野
に
立
つ
鹿
も

と
よ
め
て
そ
鳴
く
（
四
・
五
七
〇
）

右
の
二
首
、
大
典
麻
田
連
陽
春

月
夜
良
し

川
の
音
清
し

い
ざ
こ
こ
に

行
く
も
行
か
ぬ

も

遊
び
て
行
か
む
（
四
・
五
七
一
）

右
の
一
首
、
防
人
佑
大
伴
四
綱

こ
の
題
詞
を
め
ぐ
っ
て
は
、
蘆
城
の
駅
家
と
大
宰
府
と
の
位
置

関
係
、
蘆
城
の
駅
家
で
の
餞
宴
が
予
餞
で
あ
っ
た
の
か
帰
京
途
上

の
餞
宴
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
時
憶
良
は
筑

前
守
で
あ
る
が
、
筑
前
掾
・
門
部
連
石
足
は
憶
良
に
か
わ
っ
て
詠

じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
石
足
と
麻
田
連
陽
春
の
歌
を
承
け
て
、
四
綱

は
旅
人
と
別
れ
る
こ
の
夜
を
「
月
夜
良
し

川
の
音
清
」
い
聖
な

る
夜
と
し
、
大
宰
府
か
ら
去
る
者
、
留
ま
る
者
共
に
楽
し
も
う
と

締
め
く
く
っ
て
い
る
。
防
人
佑
は
従
七
位
下
、
大
典
は
正
七
位
上
、

筑
前
掾
は
従
七
位
上
相
当
官
で
あ
る
か
ら
、
最
も
下
位
に
あ
る
四

綱
が
宴
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
の
は
、
旅
人
と
の
親
近
さ
に
よ
っ

て
で
あ
ろ
う
。

大
伴
三
依
も
ま
た
大
宰
府
時
代
、
大
宰
府
に
い
た
。

大
伴
宿
祢
三
依
の
歌
一
首

我
が
君
は

わ
け
を
ば
死
ね
と

思
へ
か
も

逢
ふ
夜
逢
は

ぬ

夜
二
走
る
ら
む
（
四
・
五
五
二
）
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後
に
家
持
と
紀
女
郎
の
贈
答
歌
に
み
え
る
「
わ
け
」
を
歌
語
と

し
て
使
う
例
は
こ
の
三
依
の
歌
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
。
三
依
は
当

時
い
か
な
る
立
場
で
大
宰
府
に
下
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
。
三
依
の
大
宰
府
下
向
は
何
ら
か
の
任
に
つ
い
て
の
も
の
だ
ろ

う
し
、ま
た
歌
か
ら
推
す
に
こ
の
と
き
初
々
し
い
と
は
い
え
な
い
。

当
時
二
十
代
半
ば
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
歌
は
大
宰
府
で
の
宴

で
坂
上
郎
女
に
向
っ
て
歌
わ
れ
た
歌
で
、
自
分
を
卑
下
し
ふ
り
ま

わ
さ
れ
る
自
分
を
演
出
し
戯
笑
性
を
か
も
し
出
し
て

13
）

い
る
。
大
宰

府
時
代
の
戯
歌
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
平
二
年
六
月
、
姪
・
胡
麻
呂
と
と
も
に
下
向
し
た
庶
弟
・
稲

公
は
坂
上
郎
女
の
同
母
弟
で
あ
り
、
旅
人
の
異
母
弟
で
あ
る
。
胡

麻
呂
に
つ
い
て
は
伴
氏
系
図
に
家
持
の
子
と
あ
る
が
疑
わ
し
い
。

巻
四
・
五
六
七
歌
左
注
に
は
「
姪おい
」
と
あ
る
か
ら
そ
れ
に
よ
れ
ば

田
主
か
宿
奈
麻
呂
の
子
と
な
ろ
う
。
朝
廷
に
「
上
奏
」
し
二
人
が

大
宰
府
に
下
向
し
た
の
で
あ
る
が
人
選
は
旅
人
側
に
よ
ろ
う
か

ら
、
二
人
は
旅
人
が
遺
言
を
託
す
に
ふ
さ
わ
し
い
人
と
し
て
選
ば

れ
た
の
で
あ
る
。
一
時
的
に
せ
よ
、
旅
人
の
一
大
事
に
坂
上
郎
女

の
弟
の
稲
公
、
坂
上
郎
女
に
と
っ
て
も
甥
に
あ
た
る
ら
し
い
胡
麻

呂
が
大
宰
府
に
集
い
、大
伴
家
の
結
束
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
二
人
が
大
宰
府
に
下
っ
た
背
景
に
は
、
坂
上
郎
女
の
意
向
が

働
い
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
坂
上
郎
女
は
十
分
も
て
な
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

大
伴
道
足
は
、
天
平
二
年

駿
馬
使
と
し
て
大
宰
府
に
赴
き
旅

人
の
家
で
も
て
な
し
を
受
け
た
（
六
・
九
六
二
左
注
）。
道
足
は
馬
来

田
の
子
、
伯
麻
呂
の
父
で
、
御
行
や
安
麻
呂
と
は
い
と
こ
同
士
に

あ
た
り
大
伴
宗
家
と
近
い
関
係
に
あ
る
。
天
平
二
年
に

駿
馬
使

と
あ
る
の
は
万
葉
集
の
み
だ
が
、
旅
人
と
同
じ
く
大
伴
を
名
の
る

と
い
う
近
さ
か
ら
任
命
さ
れ
、
大
宰
府
に
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

旅
人
は
大
宰
府
入
り
し
た
同
族
の
重
要
な
一
人
で
あ
る
道
足
を

「
こ
の
日
に
会
ひ
集
ふ
衆
諸
」
と
も
ど
も
も
て
な
し
た
。「
衆
諸
」

の
中
に
は
坂
上
郎
女
も
い
て
都
か
ら
の
同
族
の
人
と
の
語
ら
い
の

場
を
持
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

大
宰
府
時
代
、
大
宰
府
の
役
人
と
し
て
、
使
者
な
ど
と
し
て
大

宰
府
に
下
向
し
た
大
伴
を
名
の
る
人
々
は
旅
人
・
坂
上
郎
女
の
も

と
に
集
い
歌
の
場
を
共
有
し
た
り
親
族
と
し
て
の
結
束
を
確
か
め

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
坂
上
郎
女
を
と
り
ま
く
歌
の
場
で
は
三

依
や
百
代
に
よ
っ
て
、
戯
歌
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
見
逃

せ
な
い
。
こ
う
し
た
場
は
旅
人
・
坂
上
郎
女
の
帰
京
後
も
続
い
た
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ろ
う
が
、
旅
人
は
帰
京
後
八
ヶ
月
ほ
ど
で
没
し
、
ま
た
四
綱
を
は

じ
め
、
旅
人
の
帰
京
時
い
ま
だ
大
宰
府
に
残
っ
て
い
た
人
も
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
場
は
旅
人
の
薨
去
後
の
こ
と
に
な

ろ
う
。

大
宰
府
時
代
は
筑
紫
歌
壇
が
展
開
さ
れ
た
時
代
に
内
包
す
る
。

確
か
に
坂
上
郎
女
が
大
宰
府
に
滞
在
し
て
い
た
時
、
主
に
大
宰
府

を
舞
台
に
旅
人
と
憶
良
を
中
心
と
し
た
歌
の
場
が
華
々
し
く
展
開

し
て
い
る
。
が
、
坂
上
郎
女
に
関
し
て
い
う
な
ら
、
筑
紫
歌
壇
の

形
成
者
と
し
て
の
姿
は
明
確
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
坂
上
郎
女

を
筑
紫
歌
壇
の
形
成
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
筑

紫
歌
壇
の
成
果
を
収
め
る
巻
五
は
大
宰
府
や
筑
紫
の
官
人
の
世
界

の
展
開
で
あ
り
、
殆
ど
が
自
分
や
相
手
が
ど
の
よ
う
な
官
職
に
あ

る
か
を
明
記
す
る
。
そ
う
し
た
立
場
に
な
い
坂
上
郎
女
の
歌
は
筑

紫
歌
壇
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
活
躍
を
巻
五
に
収
め
ら
れ
る
こ
と

は
な
く
、
僅
か
に
巻
四
・
五
六
三
〜
五
六
四
に
見
え
る
の
み
で
、

他
は
巻
六
の
帰
京
途
上
の
、

天
平
二
年
）冬
十
一
月
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
帥
の
家
を
発
ち

て
道
に
上
り
、
筑
前
国
の
宗
像
郡
の
名
を
名
児
山
と
い
ふ
を

越
ゆ
る
時
に
作
る
歌
一
首
（
六
・
九
六
三
）

同
じ
坂
上
郎
女
、
京
に
向
か
ふ
海
路
に
し
て
、
浜
の
貝
を
見

て
作
る
歌
一
首
（
六
・
九
六
四
）

が
、
明
確
な
も
の
と
し
て
残
る
。

し
か
し
、
坂
上
郎
女
が
筑
紫
歌
壇
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
た
だ

ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き
、
坂
上
郎
女
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
筑
紫

歌
壇
の
歌
作
り
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き

る
。

二

帰

京

後

大
宰
府
か
ら
帰
京
後
の
百
代
の
歌
は
万
葉
集
に
は
な
い
。
百
代

の
大
宰
大
監
の
任
が
解
け
た
の
は
何
時
の
こ
と
か
不
明
だ
が
、
天

平
一
〇
年
閏
七
月
七
日
、「
外
従
五
位
下
大
伴
宿
禰
百
世
を（
兵
部
）

少
輔
」
と
あ
る
。
大
監
は
正
六
位
下
相
当
官
で
あ
る
か
ら
天
平
一

〇
年
閏
七
月
の
外
従
五
位
下
は
、
大
監
と
少
輔
の
間
に
昇
叙
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
天
平
五
年
こ
ろ
大
監
か
ら
何
ら
か
の
任
に

つ
い
た
折
、
正
六
位
下
か
ら
外
従
五
位
下
に
な
り
、
上
京
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
天
平
一
三
年
八
月
九
日
外
従
五
位
下
で
美
作
守
、
一

五
年
一
二
月
二
六
日
始
め
て
筑
紫
に
置
か
れ
た
鎮
西
府
の
副
将
軍
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と
な
る
が
こ
の
時
も
外
従
五
位
下
、
天
平
一
八
年
四
月
二
二
日
外

従
五
位
下
か
ら
従
五
位
下
に
、九
月
二
〇
日
従
五
位
下
で
豊
前
守
、

一
九
年
正
月
二
〇
日
従
五
位
下
か
ら
正
五
位
下
（
以
上
、
続
紀
）

に
叙
せ
ら
れ
た
記
事
を
最
後
に
続
紀
に
も
名
前
を
残
さ
な
い
。
か

り
に
天
平
五
年
、
外
従
五
位
下
に
な
っ
た
と
し
た
ら
二
三
年
間
外

従
五
位
下
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。こ
の
間
、官
職
に
異
動
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
位
に
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
は
異
例
で
あ

る
。
大
宰
府
時
代
は
、
旅
人
に
近
侍
し
立
場
を
わ
き
ま
え
た
歌
を

作
る
人
で
あ
っ
た
が
、
帰
京
後
は
大
伴
家
宗
家
と
は
交
流
を
も
た

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
帰
京
後
の
歌
が
万
葉
集
に
一
首
も
留
め
な
い

こ
と
も
そ
の
こ
と
を
語
る
も
の
だ
ろ
う
。
百
代
の
歌
に
つ
い
て
神

堀
忍
氏
が
「
実
務
家
が
、
と
き
に
応
じ
て
、
率
無
く
既
習
の
詞
句

を
ほ
ど
よ
く
按
排
し
た
風
の
類
型
的
な

14
）

も
の
」
と
指
摘
す
る
通
り

か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
れ
ほ
ど
旅
人
、
坂
上
郎
女
と
近
い
立
場
で

活
躍
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
宰
府
か
ら
の
帰
京
後
、
家

持
ら
と
交
流
を
持
っ
た
気
配
が
な
く
、
何
故
な
の
か
不
思
議
で
あ

る
。四

綱
の
帰
京
後
の
歌
と
し
て
巻
四
・
六
二
九
歌
が
あ
る
が
、
こ

の
歌
の
前
の
歌
（
四
・
六
二
一
〜
六
二
二
）
が
天
平
四
年
八
月
の
歌
と

い
え
る
の
で
、
天
平
四
、
五
年
こ
ろ
後
に
は
帰
京
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
官
人
歴
名
に
天
平
一
〇
年
四
月
大
和
少
掾
と
あ
る
と
い

う
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
の
可
能
性
も
あ
る
。
六
二
九
歌
は
次
に
示
す

よ
う
に
娘
子
と
佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
と
の
贈
答
歌
群
中
に
あ
る
。

娘
子
、
佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
に
報
へ
贈
る
歌
一
首

我
が
手
本

ま
か
む
と
思
は
む

ま
す
ら
を
は

を
ち
水
求

め

白
髪
生
ひ
に
た
り
（
四
・
六
二
七
）

佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
の
和
ふ
る
歌
一
首

白
髪
生
ふ
る

こ
と
は
思
は
ず

を
ち
水
は

か
に
も
か
く

に
も

求
め
て
行
か
む
（
四
・
六
二
八
）

大
伴
四
綱
の
宴
席
の
歌
一
首

な
に
す
と
か

使
ひ
の
来
つ
る

君
を
こ
そ

か
に
も
か
く

に
も

待
ち
か
て
に
す
れ
（
四
・
六
二
九
）

佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
の
歌
一
首

初
花
の

散
る
べ
き
も
の
を

人
言
の

繁
き
に
よ
り
て

よ
ど
む
こ
ろ
か
も
（
四
・
六
三
〇
）

四
綱
の
歌
は
、
娘
子
と
佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
と
の
歌
群
と
一
見
か

か
わ
り
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
同
一
の
宴
席
で
詠
じ
ら
れ
た

も
の
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
最
初
に
指
摘
し
た
橋
本
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四
郎
氏
は
、
六
二
九
歌
の
「
か
に
も
か
く
に
も
」
は
六
二
八
歌
の

「
か
に
も
か
く
に
も
」を
語
の
意
を
転
じ
つ
つ
承
け
た
も
の
で
同
じ

宴
席
で
の
歌
の
可
能
性
が
高
く
、
六
二
九
歌
は
娘
子
役
を
買
っ
て

出
て
拒
否
の
態
度
を
積
極
的
に
相
手
に
求
め
る
方
向
に
転
じ
た
歌

と
と
ら

15
）

え
る
。
六
二
七
歌
か
ら
六
三
〇
歌
は
あ
る
宴
席
で
娘
子
と

佐
伯
赤
麻
呂
の
戯
笑
性
の
あ
る
歌
が
披
露
さ
れ
、
そ
れ
を
承
け
て

四
綱
が
娘
子
の
立
場
に
た
っ
て
和
し
、
そ
の
四
綱
の
歌
に
赤
麻
呂

が
唱
和
し
た
、
と
い
う
構
成
な
の
で
あ
ろ
う
。
大
宰
府
時
代
の
坂

上
郎
女
を
中
心
と
す
る
歌
の
一
つ
の
あ
り
方
、
戯
歌
性
を
指
摘
で

き
る
。

四
綱
の
歌
は
、
宴
席
で
の
歌
で
あ
る
、
女
性
の
立
場
に
立
っ
て

い
る
、
使
い
を
歌
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

は
巻
八
の
一
四
九
八
、
一
四
九
九
歌
に
通
じ
る
。

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

暇
な
み

来
ま
さ
ぬ
君
に

ほ
と
と
ぎ
す

我
か
く
恋
ふ
と

行
き
て
告
げ
こ
そ
（
八
・
一
四
九
八
）

大
伴
四
綱
の
宴
に
吟
ふ
歌
一
首

言
繁
み

君
は
来
ま
さ
ず

ほ
と
と
ぎ
す

汝
だ
に
来
鳴
け

朝
戸
開
か
む
（
八
・
一
四
九
九
）

一
四
九
八
、
一
四
九
九
歌
と
も
に
ミ
語
法
で
は
じ
ま
り
、
二
句

目
で
来
な
い
君
を
歌
い
、
三
句
目
で
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
登
場
し
、

そ
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
乞
い
願
っ
た
り
命
令
し
た
り
し
て
閉
じ

る
と
い
う
構
成
を
持
ち
、
両
首
が
密
接
な
関
わ
り
の
中
で
詠
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
坂
上
郎
女
の
歌
に
対
し
て「
言
繁
」

き
故
に
「
君
は
来
ま
さ
ず
」
な
の
だ
と
、
坂
上
郎
女
と
「
来
ま
さ

ぬ
君
」
を
恋
仲
に
あ
る
も
の
と
し
て
歌
い
、
恋
情
を
設
定
す
る
。

四
綱
の
歌
は
「
君
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
女
性
の
立
場
に
立
っ
た

も
の
で
一
四
九
八
歌
を
承
け
て
、
よ
り
宴
席
の
場
を
盛
り
上
げ
る

働
き
を
し
て
い
る
。
二
首
は
同
じ
場
で
歌
わ
れ
た
歌
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。
一
四
九
八
歌
に
対
し
て
、「
実
際
の
恋
と
は
関
わ
り
な

く
、内
輪
の
宴
席
な
ど
で
詠
ま
れ
た
歌
と
す
れ
ば
題
詠
で
あ
ろ
う
」

（
全
歌
講
義
）と
す
る
見
解
が
あ
る
。
そ
の
宴
席
の
場
は
お
そ
ら
く

坂
上
郎
女
が
主
催
者
で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
宴
に
欠
席
し

た
一
族
の
誰
か
を
主
題
と
し
て
坂
上
郎
女
と
四
綱
が
歌
っ
た
の
だ

ろ
う
。

大
宰
府
か
ら
帰
京
後
、
四
綱
は
大
伴
家
と
の
交
流
を
も
ち
大
伴

家
で
の
宴
に
参
加
し
歌
を
作
っ
て
い
る
。
戯
笑
性
を
持
っ
た
後
期

万
葉
の
社
交
性
の
あ
る
歌
風
は
、
坂
上
郎
女
を
と
り
ま
く
万
葉
歌
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の
世
界
に
よ
く
合
っ
て
い
て
、
そ
の
実
現
者
と
し
て
の
役
割
を
充

分
果
た
し
て
い
る
。

大
伴
三
依
も
大
宰
府
か
ら
何
時
帰
京
し
た
か
不
明
で
あ
る
。
続

紀
に
は
大
宰
府
赴
任
の
記
事
は
な
く
、天
平
二
〇
年
二
月
一
九
日
、

正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
昇
叙
の
記
事
で
初
め
て
名
が
見
え

る
。
そ
の
後
は
天
平
勝
宝
六
年
七
月
主
税
頭
、
宝
字
元
年
六
月
三

河
守
、
三
年
五
月
仁
部
少
輔
な
ど
の
記
事
が
見
え
宝
亀
五
年
五
月

没
し
て
い
る
。大

伴
宿
祢
三
依
の
別
れ
を
悲
し
ぶ
る
歌
一
首

天
地
と

共
に
久
し
く

住
ま
は
む
と

思
ひ
て
あ
り
し

家
の
庭
は
も
（
四
・
五
七
八
）

は
、
大
宰
府
で
帰
京
す
る
旅
人
を
送
っ
た
歌
と
も
解
さ
れ
る
が
、

五
七
七
歌
か
ら
は
旅
人
の
帰
京
後
の
歌
で
あ
る
か
ら
五
七
八
歌
も

奈
良
に
い
て
の
歌
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
三
依
の
帰
京
は
ほ
ぼ

旅
人
と
同
じ
頃
で
、
三
依
の
大
宰
府
下
向
自
体
、
官
人
と
し
て
と

い
う
よ
り
資
人
の
よ
う
な
立
場
で
旅
人
に
同
行
し
た
の
で
は
と
い

う
印
象
を
う
け
る
。
こ
の
歌
は
旅
人
薨
後
、
大
伴
家
を
去
る
に
当

た
っ
て
家
持
や
大
伴
家
の
人
と
の
別
れ
を
歌
っ
た
歌
で
あ
ろ
う
。

大
伴
宿
祢
三
依
、
離
れ
て
ま
た
逢
ふ
こ
と
を
歓
ぶ
る

歌
一
首

我
妹
子
は

常
世
の
国
に

住
み
け
ら
し

昔
見
し
よ
り

を
ち
ま
し
に
け
り
（
四
・
六
五
〇
）

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首

ひ
さ
か
た
の

天
の
露
霜

置
き
に
け
り

家
な
る
人
も

待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む
（
四
・
六
五
一
）

玉
守
に

玉
は
授
け
て

か
つ
が
つ
も

枕
と
我
は

い
ざ

二
人
寝
む
（
四
・
六
五
二
）

六
五
〇
歌
は
大
伴
家
の
宴
席
で
久
し
ぶ
り
に
坂
上
郎
女
に
逢
い

詠
ま
れ
た
歌
で
、
六
五
一
〜
六
五
二
歌
は
三
依
の
歌
に
当
意
即
妙

に
和
し
た
戯
笑
性
の
高
い
歌
で
あ
ろ
う
。

六
五
〇
歌
と
六
五
一
〜
六
五
二
歌
が
唱
和
の
関
係
に
あ
る
と

は
、
万
葉
集
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
歌
語
の
面
で
も
両
者
に

共
通
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
お
互
い
贈
答
な

ど
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
並
ぶ
複

数
の
歌
群
が
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
歌
語
の
上
で
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
も
、「
そ
の

内
容
で
受
け
答
え
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

16
）

も
あ
」り
、

特
に
後
期
万
葉
の
贈
答
歌
は
共
有
句
の
有
無
の
み
で
考
え
る
こ
と
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が
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

三
依
の
歌
は
、
離
れ
て
ま
た
逢
っ
た
こ
と
を
歓
ぶ
歌
で
、「
昔
見

し
よ
り

を
ち
ま
し
に
け
り
」
と
久
し
ぶ
り
に
逢
っ
た
相
手
が

若
々
し
い
こ
と
を
讃
え
る
。
こ
の
歌
の
前
は
駿
河
麻
呂
と
坂
上
郎

女
の
起
居
相
聞
の
歌
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
（
六
四
九

左
注
）、六
五
〇
歌
は
駿
河
麻
呂
と
坂
上
郎
女
の
歌
で
あ
る
六
四
六

〜
六
四
九
歌
と
関
わ
り
が
あ
る
と
は
み
な
し
が
た
い
。
三
依
の
歌

は
つ
づ
く
六
五
一
〜
六
五
二
歌
と
唱
和
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ

り
、
讃
え
ら
れ
た
人
と
し
て
坂
上
郎
女
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
伴
宿
祢
三
依
、
別
れ
を
悲
し
ぶ
る
歌
一
首

照
る
月
を

闇
に
見
な
し
て

泣
く
涙

衣
濡
ら
し
つ

乾

す
人
な
し
に
（
四
・
六
九
〇
）

こ
の
歌
の
直
前
に
、「
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
七
首
」（
四
・
六
八

〇
〜
六
八
九
）
が
あ
る
。
両
群
の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
も
可
能

だ
が
、
坂
上
郎
女
の
歌
は
三
依
の
「
別
れ
を
悲
し
ぶ
る
歌
」
と
は

趣
を
異
に
す
る
。
三
依
の
歌
は
宴
席
の
歌
か
と
す
る
見
解
も

17
）

あ
る

よ
う
に
、
三
依
が
地
方
官
と
し
て
下
向
す
る
に
あ
た
っ
て
の
大
伴

家
で
の
餞
宴
の
歌
か
と
考
え
ら

18
）

れ
る
。

稲
公
は
坂
上
郎
女
の
同
母
弟
で
、
坂
上
郎
女
が
嫁
し
た
宿
奈
麻

呂
の
先
妻
の
子
・
田
村
大
嬢
と
結
婚
し
て
い
る
の
で
血
縁
的
な
繫

が
り
も
強
く
、
大
伴
宗
家
や
坂
上
郎
女
と
格
別
に
密
接
な
か
か
わ

り
を
持
っ
た
。
稲
公
が
贈
っ
た
田
村
大
嬢
へ
の
恋
の
歌
は
坂
上
郎

女
の
代
作
に
よ
る
（
四
・
五
八
六
）。
ま
た
「
典
鋳
正
紀
朝
臣
鹿
人
、

衛
門
大
尉
大
伴
宿
祢
稲
公
の
跡
見
の
庄
に
至
り
て
作
る
歌
一
首
」

の
、
旋
頭
歌
「
射
目
立
て
て

跡
見
の
岡
辺
の

な
で
し
こ
が
花

ふ
さ
手
折
り

我
は
持
ち
て
行
く

奈
良
人
の
た
め
」（
八
・
一
五
四

九
）に
よ
れ
ば
、
稲
公
は
跡
見
の
庄
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
こ
は
坂
上
郎
女
も
訪
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
の
奈
良
人

と
は
な
で
し
こ
を
こ
よ
な
く
好
ん
だ
家
持
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
紀

朝
臣
鹿
人
に
は
、「
紀
朝
臣
鹿
人
の
、
跡
見
の
茂
岡
の
松
の
樹
の
歌

一
首
」（
六
・
九
九
〇
）、「
同
じ
鹿
人
の
、
泊
瀬
川
の
辺
に
至
り
て
作

る
歌
一
首
」（
六
・
九
九
一
）
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
一
五
四
九
歌
が
作

ら
れ
た
の
と
同
じ
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
紀
鹿
人
の
跡
見
の
庄
訪

問
の
目
的
は
不
明
だ
が
、
稲
公
と
の
交
友
を
は
じ
め
大
伴
の
人
々

と
の
交
流
が
深
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

衛
門
大
尉
大
伴
宿
祢
稲
公
の
歌
一
首

し
ぐ
れ
の
雨

間
な
く
し
降
れ
ば

三
笠
山

木
末
あ
ま
ね
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く

色
付
き
に
け
り
（
八
・
一
五
五
三
）

大
伴
家
持
の
和
ふ
る
歌
一
首

大
君
の

三
笠
の
山
の

も
み
ち
葉
は

今
日
の
し
ぐ
れ
に

散
り
か
過
ぎ
な
む
（
八
・
一
五
五
四
）

の
稲
公
と
家
持
の
歌
は
、
あ
る
秋
の
日
、
大
伴
一
族
の
宴
席
で
披

露
さ
れ
た
歌
で
あ
ろ
う
。
稲
公
の
歌
に
家
持
が
和
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
題
詞
で
明
瞭
で
あ
る
。

稲
公
と
と
も
に
大
宰
帥
旅
人
を
見
舞
っ
た
胡
麻
呂
は
、
天
平
勝

宝
二
年
九
月
遣
唐
副
使
と
な
り
、
同
四
年
閏
三
月
餞
宴
が
大
伴
古

慈
悲
の
家
で
開
か
れ
、
同
族
の
人
々
ら
が
集
ま
り
胡
麻
呂
を
寿
ぐ

歌
な
ど
が
歌
わ
れ
た
（
十
九
・
四
二
六
二
〜
四
二
六
三
）
が
、
万
葉
集
に

は
胡
麻
呂
自
身
の
歌
は
な
い
。
ま
た
道
足
自
身
の
歌
も
万
葉
集
に

一
首
も
な
く
、
歌
人
と
し
て
の
活
動
の
さ
ま
を
探
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

三

坂
上
郎
女
の
歌
に
あ
ら
わ
れ
る
大
宰
府

大
宰
府
で
坂
上
郎
女
は
旅
人
、
家
持
だ
け
で
な
く
大
伴
家
、
大

伴
を
名
の
る
人
々
と
交
流
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
大
宰
府
下
向
後

の
大
伴
家
に
お
け
る
坂
上
郎
女
の
位
置
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
に
お
け
る
活
躍
は
殆
ど

伝
え
な
い
。
大
宰
府
時
代
の
坂
上
郎
女
の
作
歌
は
、
さ
き
に
あ
げ

た
大
伴
百
代
と
の
歌
く
ら
い
で
あ
る
。こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、

大
宰
府
が
大
陸
文
化
を
長
く
直
接
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ

て
男
性
中
心
の
様
式
が
強
く
、
坂
上
郎
女
は
活
躍
の
場
を
持
ち
得

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
こ
と
が

19
）

あ
る
。
ま
た
、
浅
野

則
子
氏
は
、
坂
上
郎
女
に
は
「
官
人
で
あ
る
お
と
こ
た
ち
と
は
別

の
姿
勢
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
」と
し
、う
た
う
べ
き
も
の
は「『
都

と
し
て
の
奈
良
』
で
あ
っ
た
」
と
、
う
た
表
現
の
あ
り
か
た
か
ら

探
っ
て

20
）

い
る
。

旅
人
や
憶
良
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
た
文
芸
的
な
場
は
一

般
に
筑
紫
歌
壇
と
い
わ
れ
、
そ
の
特
徴
や
形
成
者
に
つ
い
て
は
述

べ
ら
れ
て

21
）

き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
筑
紫
歌
壇
、
筑
紫
文
学
圏
は
旅
人
、

憶
良
を
中
心
と
す
る
文
学
活
動
と
と
ら
え
る
の
が
通
常
で
、
坂
上

郎
女
が
筑
紫
歌
壇
の
構
成
員
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
旅
人
周

辺
の
人
び
と
」
と
し
て
で
し
か
な
い
。
大
宰
府
で
展
開
さ
れ
た
歌

の
世
界
で
坂
上
郎
女
が
活
躍
し
た
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
認
め

ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
坂
上
郎
女
が
百
代
や
三
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依
の
歌
に
あ
る
よ
う
な
歌
の
世
界
を
展
開
し
た
こ
と
を
考
え
る
と

坂
上
郎
女
の
大
宰
府
で
の
歌
の
場
で
の
活
躍
、
ひ
い
て
は
存
在
そ

の
も
の
に
も
っ
と
注
目
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
旅
人

や
家
持
の
傍
ら
に
は
坂
上
郎
女
が
い
て
、
大
宰
府
の
公
人
や
大
宰

府
を
訪
れ
た
人
々
は
坂
上
郎
女
と
日
常
的
に
接
触
を
持
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
特
に
同
族
の
大
伴
氏
の
人
々
と
の
交
流
は
見
逃
し
が
た

い
。坂

上
郎
女
は
帰
京
後
、
大
宰
府
を
ど
の
よ
う
に
作
品
化
し
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
題
詞
で
明
記
し
て
い
る
次
の
歌
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
。

大
伴
坂
上
郎
女
、
筑
紫
の
大
城
の
山
を
偲
ふ
歌
一
首

今
も
か
も

大
城
の
山
に

ほ
と
と
ぎ
す

鳴
き
と
よ
む
ら

む

我
な
け
れ
ど
も
（
八
・
一
四
七
四
）

「
筑
紫
の
大
城
の
山
」と
は
、
大
宰
府
後
方
に
あ
る
大
野
山
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
帰
京
後
間
も
な
い
天
平
三
年
頃
の
夏
に

詠
ま
れ
た
大
宰
府
追
憶
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
題
詞
や
左
注

で
大
宰
府
回
想
の
歌
と
明
記
し
て
い
る
も
の
は
他
に
は
な
い
よ
う

だ
。年

月
は
不
明
だ
が
、
禁
酒
令
下
で
の
親
し
い
者
同
士
の
宴
席
が

開
か
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
歌
群
が
あ
る
。

大
伴
坂
上
郎
女
歌
一
首

酒
杯
に

梅
の
花
浮
か
べ

思
ふ
ど
ち

飲
み
て
の
後
は

散
り
ぬ
と
も
よ
し
（
八
・
一
六
五
六
）

和
ふ
る
歌
一
首

官
に
も

許
し
た
ま
へ
り

今
夜
の
み

飲
ま
む
酒
か
も

散
り
こ
す
な
ゆ
め
（
八
・
一
六
五
七
）

右
、
酒
は
官
に
禁
制
し
て

は
く
、
京
中
閭
里
に
、
集
宴
す

る
こ
と
得
ざ
れ
、
た
だ
し
、
親
々
一
二
に
し
て
飲
楽
す
る
こ

と
は
聴
許
す
、
と
い
ふ
。
こ
れ
に
よ
り
て
和
ふ
る
人
こ
の
発

句
を
作
る
。

坂
上
郎
女
の
歌
は
、
大
宰
府
で
開
か
れ
た
梅
歌
の
宴
で
の
歌
、

梅
の
花

今
盛
り
な
り

思
ふ
ど
ち

か
ざ
し
に
し
て
な

今
盛
り
な
り

筑
後
守
葛
井
大
夫
（
五
・
八
二
〇
）

青
柳

梅
と
の
花
を

折
り
か
ざ
し

飲
み
て
の
後
は

散

り
ぬ
と
も
よ
し

笠
沙
弥
（
五
・
八
二
一
）

年
の
は
に

春
の
来
た
ら
ば

か
く
し
こ
そ

梅
を
か
ざ
し

て

楽
し
く
飲
ま
め

大
令
史
野
氏
宿
奈
麻
呂
（
五
・
八
三
三
）

春
柳

に
折
り
し

梅
の
花

誰
か
浮
か
べ
し

酒

の
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上
に

壱
岐
目
村
氏
彼
方
（
五
・
八
四
〇
）

や
、

後
に
追
和
す
る
梅
の
歌

梅
の
花

夢
に
語
ら
く

み
や
び
た
る

花
と
我
思
ふ

酒

に
浮
か
べ
こ
そ

一
に
云
ふ
「
い
た
づ
ら
に

我
を
散
ら
す
な

酒

に
浮
か
べ
こ
そ
」（
五
・
八
五
二
）

に
発
想
や
歌
語
を
学
ん
で
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
思
ふ

ど
ち
」
の
集
中
の
初
出
歌
は
八
二
〇
歌
で
、
そ
の
後
は
天
平
一
〇

年
一
〇
月
一
七
日
の
奈
良
麻
呂
に
よ
る
集
宴
で
の
家
持
の
歌
（
八
・

一
五
九
一
）、
大
宮
人
の
野
で
遊
ぶ
宴
で
の
歌
（
十
・
一
八
八
〇
〜
一
八

八
二
）、
家
持
の
越
中
守
時
代
の
歌
に
み
え
る
。「
思
ふ
ど
ち
」は
気

の
あ
っ
た
親
し
い
者
同
士
の
意
で
あ
る
が
官
人
意
識
に
支
え
ら
れ

た
仲
間
意
識
を
抱
く
同
士
の
意
に
繫
が
る
男
性
が
用
い
る
語
で
あ

る
。
一
六
五
六
歌
以
外
、
歌
い
手
が
女
性
で
あ
る
例
は
な
い
。
一

六
五
六
歌
が
男
性
的
な
詠
み
ぶ
り
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
そ
の
た
め

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

大
伴
坂
上
郎
女
の
、
親
族
と
宴
す
る
歌
一
首

か
く
し
つ
つ

遊
び
飲
み
こ
そ

草
木
す
ら

春
は
生
ひ
つ

つ

秋
は
散
り
行
く
（
六
・
九
九
五
）

に
も
、
八
二
一
、
八
三
三
歌
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
梅
花
の
宴

歌
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
大
宰
府
時
代
、
目
の
当
た
り
に
し

た
梅
花
の
宴
の
壮
大
で
み
や
び
な
世
界
、
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
歌
の
誦
詠
は
帰
京
後
、
追
体
験
的
に
坂
上
郎
女
の
方
法
と
歌
の

場
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
た
。

坂
上
郎
女
の
歌
に
植
物
を
歌
っ
た
も
の
で
は
「
梅
」
が
も
っ
と

も
多
く
三
首
あ
る
。
つ
い
で「
青
柳
」、「（
花
）橘
」、「
菅（
の
実
）」

の
二
首
で
、
他
は
一
首
ず
つ
で
あ
る
。「
梅
」が
も
っ
と
も
多
い
背

景
に
は
、
や
は
り
大
宰
府
時
代
の
梅
花
の
宴
が
あ
ろ
う
。

一
六
五
六
歌
以
外
の
梅
の
歌
は
、

風
交
じ
り

雪
は
降
る
と
も

実
に
な
ら
ぬ

我
家
の
梅
を

花
に
散
ら
す
な
（
八
・
一
四
四
五
、
春
雑
）

沫
雪
の

こ
の
こ
ろ
継
ぎ
て

か
く
降
ら
ば

梅
の
初
花

散
り
か
過
ぎ
な
む
（
八
・
一
六
五
一
、
冬
雑
）

で
あ
る
。
二
首
は
雑
歌
に
収
め
ら
れ
る
が
、
一
四
四
五
歌
の
「
実

に
な
ら
ぬ
」が
ま
だ
成
人
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
の
譬
え
、「
花
に

散
ら
す
な
」
は
弄
ぶ
こ
と
の
譬
え
と
し
譬
喩
歌
と
す
る
解
釈
が

22
）

あ
る
よ
う
に
、
先
に
み
た
大
宰
府
時
代
の
百
代
の
歌
、
巻
三
・
三
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九
二
歌
の
手
法
と
の
類
似
を
み
る
。
一
六
五
一
歌
は
、
沫
雪
の
中

で
咲
く
梅
の
初
花
を
見
て
の
歌
で
部
立
ど
お
り
雑
歌
で
あ
る
。「
後

に
追
和
す
る
梅
の
歌
」中
の
、「
残
り
た
る

雪
に
交
じ
れ
る

梅

の
花

早
く
な
散
り
そ

雪
は
消
ぬ
と
も
」（
五
・
八
四
九
）
も
雪
に

交
じ
っ
て
あ
る
梅
の
花
に
早
く
散
る
な
と
、
散
る
梅
花
を
惜
し
ん

で
い
る
歌
で
あ
る
。
八
四
九
歌
と
一
六
五
一
歌
は
季
節
的
に
は
一

致
し
な
い
が
、
雪
の
中
で
咲
く
梅
花
が
散
る
の
を
惜
し
ん
で
い
る

と
い
う
点
で
は
一
致

23
）

す
る
。

帰
京
後
の
大
伴
家
圏
の
歌
は
、
大
宰
府
時
代
に
交
流
の
あ
っ
た

坂
上
郎
女
、
四
綱
、
三
依
、
稲
公
、
家
持
を
中
心
に
大
伴
駿
河
麻

呂
ら
の
大
伴
家
の
人
々
に
安
倍
虫
麻
呂
、
佐
伯
赤
麻
呂
、
紀
鹿
人
、

藤
原
八
束
、
湯
原
王
、
市
原
王
ら
が
加
わ
り
、
大
宰
府
時
代
の
梅

花
の
宴
を
は
じ
め
と
す
る
宴
に
お
け
る
雅
、
戯
の
世
界
を
範
と
し

展
開
さ
れ
た
。
特
に
大
伴
家
の
人
々
を
中
心
と
す
る
場
で
は
坂
上

郎
女
が
主
導
者
と
な
り
、
や
が
て
家
持
が
主
導
者
と
な
っ
て
よ
り

広
が
り
を
持
っ
た
歌
の
場
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
天

平
一
二
年
一
〇
月
、
聖
武
天
皇
が
伊
勢
国
に
行
幸
し
そ
の
ま
ま
五

年
間
の
彷
徨
を
つ
づ
け
家
持
が
内
舎
人
と
し
て
同
行
し
た
期
間
を

除
き
、越
中
守
と
し
て
家
持
が
奈
良
の
都
を
離
れ
る
ま
で
続
い
た
。

お
わ
り
に

坂
上
郎
女
が
ど
の
よ
う
な
事
情
で
大
宰
府
に
滞
在
す
る
に
至
っ

た
か
に
つ
い
て
、
旅
人
の
後
妻
と
し
て
、
旅
人
や
幼
少
の
家
持
ら

の
世
話
や
旅
人
の
寂
寥
を
分
か
つ
た
め
、
大
伴
一
族
の「
妻
の
座
」

（
家
刀
自
）
を
つ
と
め
る
た
め
、
大
伴
家
の
「
厳
媛
」
と
し
て
香
椎

の
祭
祀
と
い
う
公
の
任
務
の
た
め
、な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
納
得
の
い
く
こ
と
で
は
あ
る
が
、
坂
上
郎
女
が
大
宰

府
時
代
に
作
っ
て
い
る
の
は
、
巻
四
・
五
六
三
〜
五
六
四
歌
の
み

で
あ
る
。
こ
れ
は
巻
四
の
五
四
九
〜
五
七
一
歌
ま
で
が
旅
人
の
大

宰
帥
時
代
の
歌
群
で
、そ
の
中
に
あ
る
か
ら
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

が
こ
こ
に
は
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首
」
と
だ
け
あ
り
、
坂
上

郎
女
が
大
宰
府
に
い
て
の
歌
で
あ
る
な
ど
の
記
述
は
一
切
な
い
。

巻
六
・
九
六
三
歌
の
「（
天
平
二
年
）
冬
十
一
月
、
大
伴
坂
上
郎
女
、

帥
の
家
を
発
ち
て
道
に
上
り
、
筑
前
国
の
宗
像
郡
の
名
を
名
児
山

と
い
ふ
を
越
ゆ
る
時
に
作
る
歌
一
首
」
に
よ
っ
て
、
旅
人
の
大
宰

帥
時
代
、
大
宰
府
に
い
た
こ
と
が
明
確
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
時
代
、
そ
の
活
動
を
記
す
の

は
き
わ
め
て
少
な
い
。
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
に
お
け
る
生
活
を
推
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し
量
る
の
は
難
し
い
の
だ
が
、
右
に
挙
げ
た
九
六
三
歌
の
題
詞
に

「
帥
の
家
を
発
ち
て
」
と
あ
る
か
ら
通
常
旅
人
の
住
む
「
帥
の
家
」

に
住
ま
い
し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
帰
途
に
つ
い
た
と
わ
か
る
。

旅
人
の
大
宰
帥
時
代
、
大
宰
府
は
第

期
の
造
営
に
よ
っ
て

成
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
第

期
の
大
宰
府
政
庁
建
物
の
造
営

期
間
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
見
解
が
あ
る
よ
う
だ
が
、「
約
言
す
る

と
和
銅
初
年
に
着
手
し
、
霊
亀
年
間
お
お
か
た
竣
工
し
た
と
す
る

と
、
あ
る
い
は
養
老
に
移
る
こ
ろ
ま
で
に
は
機
構
的
な
整
備
が
一

段
落
つ
い
た
と
い
え
る
」
と
い
う

24
）

見
解
に
よ
れ
ば
、
霊
亀
か
ら
は

じ
ま
り
養
老
年
間
に
は
建
物
も
含
め
た
大
宰
府
政
庁
が
完
成
し
た

よ
う
で
あ
る
。
旅
人
の
大
宰
帥
赴
任
は
こ
の
第

期
政
庁
建
物
が

完
成
し
て
後
の
こ
と
で
あ
る
。
建
造
物
は
都
宮
の
朝
堂
院
形
式
を

採
用
し
た
礎
石
建
物
で
、
南
門
、
中
門
、
正
殿
、
後
殿
、
北
門
を

南
北
に
直
線
的
に
配
置
し
、
正
殿
か
ら
中
門
へ
回
廊
が
コ
の
字
形

に
あ
り
、
内
庭
部
の
東
西
に
脇
殿
が
各
二
棟
並
ん
で
建
っ
て
い
た

と
い
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
正
殿
、
後
殿
な
ど
の
名
称
は
、「
文
献
に

記
さ
れ
た
史
料
用
語
で
は
な
く
、
い
わ
ば
概
念
用
語
な
い
し
宮
都

の
中
枢
殿
舎
名
や
国
府
の
中
心
建
物
か
ら
の
準
用
に
す
ぎ

25
）

な
い
」

と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
が
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
も
、
準
用

し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、「
一
つ
の
正
殿
で
政
務
と
儀
式
・
饗

宴
を
兼
行
し
た
と
い
え
る
」、「
正
殿
や
脇
殿
を
政
務

26
）

の
場
」
と
し

た
と
い
う
。

坂
上
郎
女
は
家
持
と
と
も
に
府
庁
内
の
旅
人
と
同
じ
建
物
で
生

活
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、「
帥
の
家
を
発
ち
」と
い

う
表
現
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
鏡
山
猛
氏
は
、
旧
太
宰
府
府
庁
の
庁

域
は
、「
南
は
い
ま
の
都
府
楼
南
門

跡
前
を
東
西
に
走
る
県
道
を

限
り
、
東
は
月
山
東
方
の
山
下
の
小
路
、
西
浦
塘つつみに
接
す
る
蔵
司

台
地
の
断
崖
を
以
て
限
り
、
北
は
大
野
山
の
山
脚
に
至
る
も
の
と

み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
南
北
２
町
、
東
西
２
町
、
方

４
町
を
以
っ
て
府
庁
の
四
至
と
し
て
い
る
。
府
庁
の
中
心
官
建
物

で
あ
る
都
府
楼
の
西
北
の
平
坦
な
台
地
に
建
物
が
あ
り
、
そ
れ
は

大
宰
府
長
官
の
正
舎
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
推
定
し
て

27
）

い
る
。
た

だ
、
鏡
山
氏
の
条
坊
論
は
古
く
近
年
新
た
な
条
坊
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
坂
上
郎
女
は
帥
旅
人
や
家
持
と
と
も
に
都

府
楼
の
近
く
の
「
帥
の
家
」
に
住
ま
い
し
、
大
宰
政
庁
や
「
帥
の

家
」
周
辺
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

穂
積
皇
子
に
嫁
し
た
こ
と
の
あ
る
帥
の
異
母
妹
・
坂
上
郎
女
は

大
宰
府
で
は
突
出
し
て
雅
び
さ
を
か
も
し
出
し
て
い
た
に
違
い
な
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い
。
た
と
え
坂
上
郎
女
の
名
が
宴
な
ど
に
名
を
連
ね
て
い
な
く
て

も
、
坂
上
郎
女
の
一
足
一
挙
が
大
宰
府
に
集
結
す
る
人
々
が
注
目

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
大
宰
府
は
官
人
の
世
界
で
あ
る
。
神

亀
五
年
冬
一
一
月
、
旅
人
が
香
椎

を
参
拝
し
た
際
の
歌
が
万
葉

集
に
あ
る
が
、
そ
の
題
詞
に
、

冬
十
一
月
、
大
宰
の
官
人
等
、
香
椎
の

を
拝
み
ま
つ
る
こ

と
訖
は
り
、
退
り
帰
る
時
に
、
馬
を
香
椎
の
浦
に
駐
め
て
、

各
懐
を
述
べ
て
作
る
歌
（
六
・
九
五
七
題
詞
）

と
あ
り
、「
大
宰
の
官
人
」と
し
て
の
行
動
で
あ
る
。
こ
の
時
、
豊

前
国
守
宇
努
首
男
人
も
「
行
き
帰
り

常
に
我
が
見
し

香
椎
潟

明
日
ゆ
後
に
は

見
む
よ
し
も
な
し
」（
六
・
九
五
九
）
と
い
う
歌
を

作
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宇
努
男
人
が
豊
前
守
の
任
が
解
け
帰
京

す
る
こ
と
を
歌
っ
た
も
の
で
、
旅
人
ら
と
の
過
す
最
後
の
旅
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
大
宰
府
時
代
の
盛
大
な
雅
宴
、
梅
花
の
宴

も
筑
紫
の
役
人
の
集
団
の
雅
宴
で
あ
る
。
坂
上
郎
女
が
表
立
っ
て

よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
場
面
に
お
い
て
も
、
大
宰
府
時
代
の
坂
上

郎
女
の
姿
は
な
か
な
か
見
え
な
い
。
百
代
の
歌
、
三
依
の
歌
に
坂

上
郎
女
を
ま
じ
え
た
宴
を
想
定
す
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
明
記
さ

れ
て
は
い
な
い
。
が
、
坂
上
郎
女
は
大
宰
府
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

宴
や
歌
の
贈
答
の
さ
ま
を
し
か
と
見
、
家
持
も
ま
た
父
旅
人
と
憶

良
が
繰
り
広
げ
る
宴
や
交
流
の
さ
ま
を
心
に
刻
む
。
坂
上
郎
女
の

場
合
、
大
宰
府
か
ら
帰
京
後
の
天
平
四
年
こ
ろ
か
ら
天
平
一
二
年

こ
ろ
ま
で
の
、
大
伴
家
の
宴
や
歌
の
贈
答
の
中
心
的
な
存
在
と

な
っ
て
現
れ
、
家
持
の
場
合
は
天
平
一
八
年
八
月
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
越
中
守
時
代
の
池
主
と
の
交
流
と
な
っ
て
結
実
す
る
。
大
宰
府

時
代
が
大
伴
家
圏
の
文
学
の
形
成
と
家
持
の
旺
盛
な
作
歌
を
も
た

ら
し
た
。注

（
１
）
「
万
葉
集
と
中
国
文
学
と
の
交
流
」『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文

学

中
』
塙
書
房

39
年
３
月

（
２
）
「
古
代
の
歌
壇
」『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法

上
』塙
書
房

昭
和

50
年
11
月

（
３
）
「
大
伴
坂
上
郎
女
（
序
説
）
大
宰
帥
の
家
へ
」『
万
葉
の
女
人
像
』

上
代
文
学
会
編
、
笠
間
書
院
、
昭
和
51
年
５
月

（
４
）
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
下
向
」『
万
葉
集
と
神
仙
思
想
』
笠
間
書
院

平
成
一
一
年
一
〇
月

（
５
）

林
田
正
男
「
万
葉
集
筑
紫
歌
壇
｜

中
央
詩
歌
壇
と
の
対
照

｜

」『
国
語
研
究
』
３

昭
和
四
九
年
一
二
月
。『
万
葉
集
筑
紫
歌
の
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論
』

桜
楓
社

昭
和
五
八
年
一
月
所
収

（
６
）

注
２
に
同
じ

（
７
）

賀
古
明
「
家
持
圏
初
期
の
歌
風
の
特
色
｜

大
伴
坂
上
郎
女
の

歌
、
そ
の
時
と
場
｜

」『
万
葉
集
新
論

万
葉
情
意
語
の
探
求
』

風

間
書
房

昭
和
三
九
年
六
月

（
８
）

や
り
取
り
の
歌
々
と
は
み
な
い
考
え
も
あ
る
。
久
米
常
民「
大
伴

坂
上
郎
女
の
生
涯
と
文
学
」『
万
葉
集
の
文
学
論
的
研
究
』

桜
楓
社

昭
和
四
五
年
三
月

（
９
）
「
大
伴
百
代
の
恋
の
歌
｜

巻
四
・
五
五
九
歌
を
中
心
に
｜

」

『
万
葉
語
文
研
究
』
４

和
泉
書
院

二
〇
〇
八
年
一
二
月

（
10
）
「
梅
花
宴
大
伴
百
代
歌
の
意
匠
」『
万
葉
』178

平
成
一
三
年
九
月

（
11
）

林
田
正
男
「
小
野
老
小
考
｜

咲
く
花
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
｜

」

『
国
語
と
国
文
学
』47
｜
11

昭
和
四
五
年
一
一
月
、『
万
葉
集
筑
紫
歌

群
の
研
究
』

桜
楓
社

昭
和
五
七
年
七
月
所
収
。
佐
藤
美
知
子「
旅

人
帥
時
代
の
少
弐
た
ち
｜

小
野
老
の
都
讃
歌
を
中
心
と
し
て

｜

」『
万
葉
集
研
究
』
12

塙
書
房

昭
和
五
九
年
四
月

（
12
）

伊
藤
博
「
歌
壇
・
上
代
」『
和
歌
文
学
講
座
』
３

昭
和
四
四
年

九
月
、『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法
』
上

塙
書
房

昭
和
五
〇
年
一
一

月
所
収
。
原
田
貞
義「
都
の
花
と
筑
紫
の
綿
と
｜

山
上
憶
良
の
罷
宴

歌
の
周
辺
」『
万
葉
集
の
世
界
と
そ
の
展
開
』

平
成
一
〇
年
四
月
、

『
読
み
歌
の
成
立
』

翰
林
書
房

二
〇
〇
一
年
五
月
所
収

（
13
）

拙
稿
「
大
伴
三
依
と
大
伴
坂
上
郎
女
」『
年
報

新
人
文
学
』
４

二
〇
〇
七
年
一
二
月

（
14
）
「
大
伴
宿
禰
百
代
」『
万
葉
集
歌
人
事
典
』雄
山
閣

昭
和
五
七
年

三
月

（
15
）
「
佐
伯
赤
麻
呂
と
娘
子
の
歌
」『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
３

有
斐
閣

昭
和
五
三
年
三
月

（
16
）

多
田
み
や
子
「
万
葉
後
期
贈
答
歌
の
様
相
｜

対
応
を
支
え
る

も
の
を
め
ぐ
っ
て
｜

」『
文
学
・
語
学
』
94

昭
和
五
七
年
七
月
。

『
古
代
文
学
の
諸
相
』

翰
林
書
房

二
〇
〇
六
年
一
月
所
収

（
17
）

釈
注
、
全
歌
講
義

（
18
）

注
13
に
同
じ

（
19
）

拙
稿「
大
伴
坂
上
郎
女
」『
万
葉
集
講
座
』第
六
巻

有
斐
閣

昭

和
四
七
年
一
二
月

（
20
）
「
坂
上
郎
女
の
筑
紫
下
向
」
林
田
正
男
編
『
筑
紫
万
葉
の
世
界
』

雄
山
閣

平
成
六
年
二
月

（
21
）

小
島
憲
之
「
万
葉
集
と
中
国
文
学
と
の
交
流
」『
上
代
日
本
文
学

と
中
国
文
学
』中
塙
書
房

昭
和
三
九
年
三
月
。
中
西
進「
都
府
文
学

の
形
成
者
」『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』
中

桜
楓
社

昭
和
四

七
年
三
月
改
装
版
。
林
田
正
男「
万
葉
集
筑
紫
歌
壇
」

林
田
正
男
編

『
筑
紫
万
葉
の
世
界
』

雄
山
閣

平
成
六
年
二
月
。
大
久
保
広
行「
果

て
な
る
意
識
｜

筑
紫
文
学
圏
の
基
軸
｜

」『
文
学
論
叢
』
71

平
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成
九
年
三
月
。
大
久
保
広
行「
筑
紫
文
学
圏
の
世
界
｜

そ
の
集
団
性

を
中
心
に
｜

」『
上
代
文
学
』87

二
〇
〇
一
年
一
一
月
、『
筑
紫
文

学
圏
と
高
橋
虫
麻
呂
』

笠
間
書
院

平
成
一
八
年
二
月
所
収

（
22
）

渡
辺
護
「『
花
ニ
問
フ
』
と
歌
う
意
味
｜

万
葉
集
巻
八
・
一
四

三
八
と
巻
二
〇
・
四
四
四
七
の
場
合
｜

」『
岡
山
大
学
法
文
学
部
学

術
紀
要
』
38

一
九
七
八
年
一
月
、『
万
葉
集
の
題
材
と
表
現
』

大

学
教
育
出
版

二
〇
〇
五
年
一
一
月
所
収

（
23
）

理
願
挽
歌
（
三
・
四
六
〇
〜
四
六
一
）
は
坂
上
郎
女
の
唯
一
の
挽

歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
新
羅
の
国
か
ら
日
本
に
渡
り
大
伴
家
に
住
ま

い
し
て
い
た
尼
・
理
願
が
死
去
し
た
た
め
、
当
時
、
有
間
温
泉
に
療
養

の
た
め
赴
い
て
い
た
大
家
・
石
川
郎
女
に
娘
で
あ
る
坂
上
郎
女
が
葬

儀
の
様
を
歌
に
し
て
送
っ
た
も
の
で
、
純
粋
に
挽
歌
と
は
い
え
な
い

が
坂
上
郎
女
が
残
す
唯
一
の
挽
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
山
上
憶
良
の「
日

本
挽
歌
」
の
長
歌
（
五
・
七
九
四
）
に
構
成
、
歌
語
の
面
で
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

（
24
）

九
州
歴
史
資
料
館
『
大
宰
府
政
庁
跡
』「
特
論
」

吉
川
弘
文
館

２
０
０
２
年
５
月

（
25
）

注
24
に
同
じ

（
26
）

注
24
に
同
じ

（
27
）
『
大
宰
府
都
城
の
研
究
』

昭
和
四
三
年
六
月

風
間
書
房

論
中
の
万
葉
集
は『
万
葉
集

本
文
篇
』『
万
葉
集

訳
文
篇
』（
塙
書

房
）
に
よ
っ
た
。
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